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令和３年１月の出来事

リモート市役所
ホームページ
QRコード

　１月25日、自治体初となるSlack（スラック）を活用した佐久市の移住オン
ラインサロン「リモート市役所」をオープンしました。「リモート市役所」
では、佐久市や移住のリアルな情報の発信や、市民との気軽な情報交換を行
い、移住、交流人口や関係人口の増加を目的としています。
　多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

「リモート市役所」をオープン

　１月５日、佐久市がホストタウンを務めるエストニアの郷土料理を学校給食に提供する
ホストタウン給食の試食会を開催しました。ホストタウン給食は、食文化を通じてエスト
ニアへの更なる関心を高めること、また東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会
へ向けたエストニアチームの応援機運の醸成につなげることを目的に４月下旬に行おうと
するもので、給食のメニューはエストニア出身のＡＬＴからアドバイスをいただき、決定
しています。

ホストタウン（エストニア）給食　試食会
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著書「ワインガールズ」贈呈式

佐久市老人福祉計画・第８期介護保険事業計画（案）の答申

　１月26日、松山三四六様より佐久地域の中学校へ、ご自身
の著書「ワインガールズ」100冊の寄贈をいただけることに
あたり、贈呈式が行われました。
　寄贈いただいた著書は、塩尻志学館高校をモデルに、青春の熱いエネルギーを「ワイン
造り」への挑戦に向ける高校生のひたむきな姿が描かれており、困難を乗り越え夢の実現
に向かって真摯に生きていくことの素晴らしさが感得できる作品です。

　１月27日、佐久市介護保険事業計画等策定懇話会の岡田稔会長より、令和３年度から令
和５年度までの「佐久市老人福祉祉計画・第８期介護保険事業計画」（案）が市長に答申
されました。
　市では「豊かな暮らしを育む健康長寿のまちづくり」を基本理念とした答申書の内容を
基に、高齢者福祉推進に取り組んでまいります。


